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計
画

相
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原

序

オ
ラ
ン
ダ
船
リ
l
フ
デ
号
に
よ
っ
て
我
が
国
に
渡
来
し
、

三
浦
按
針
と
よ
ば
れ
て
、
徳

川

幕
府
創
業
期
の
外
交
及
び
通
商
に
大
き
な

役
割
を
果
し
た
英
人
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ア
タ
ム
ス
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
に
渡
来
し
た
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
し
て
、
ま
た
、

外
交
、

商
、
造
船
等
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
既
に
広
く
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
の
経
歴
及
び
業
績
は
現
存
す
る
彼
の
書
簡
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
出
来
る
が
、
彼
の
書
簡
は
、

一
六
二
五
年
に

F
S己
巾

-
P肖円
7
8
の
航
海
記
集
に

「未
知
の
友
へ
」
及
び
妻
に
宛
て
た
二
通
が
収

録
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
に
、
同
州
戸
包
含

]
f
F
5
5
R
Uご
り

E
5
3・
司
O
回
丹
市
円

w

回

2
・阿川口

Em--
等
に
よ
っ

て
計
十
一
通
が
世
に
紹
介
さ

れ
て
お
り
、

同NEE--
の
宮
内
ヨ

05-
。
ご

Z
何
日
右
足

。
同
】
告
白
ロ
及
び
村
上

・
村
川
両
氏
編

戸
内
片
言
明
者
同

5
2
S
F巾

ま
た
、

開
口

m
t
F
m
y
H
N
g広
巾
ロ
Z

E

]白旬白
P

]
5
H
H
l]5Nω
・

に
基
い
て
大
正
五
年
に
故
川
島
元
次
郎
氏
が
「
徳
川
初
期
の
海
外
貿
易
家
」
の
ひ
と
り

戦
後
に
は
岡
田
章
雄
氏
の

「
三
浦
按
針
」
が
出
版
さ
れ
た
か
ら
、
三
浦
按
針
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ア
ダ
ム
ス
の
名
は
、

既
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
親
ま
れ
て
い
る
。
彼
が
オ
ラ
ン
ダ
船
隊
に
航
海
長
と
し
て
参
加
し
、
言
語
に
絶
す
る
困
難
な
航
海
の
後
、

と
し
て
彼
を
紹
介
し
、

じ
て
わ
が
国
に
到
来
し
、
そ
の
後
、

家
康
の
保
護
を
う
け
て
、

十
七
世
紀
初
頭
の
激
動
す
る
困
難
な
国
内
及
び
国
際
環
境
の
中
に
あ
っ
て

蘭
英
人
の
対
日
交
渉
を
幹
旋
し
、
或
は
ま
た
シ
ャ
ム
貿
易
に
従
事
し
て
彼
我
の
通
商
活
動
に
貢
献
し
た
こ
と
は
正
に
特
筆
に
価
す
る
こ
と

航
海
士
を
職
業
と
し
た
技
術
畑
の
人
で
あ
っ
て
、
リ

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
そ
の
経
歴
が
示
す
如
く
、
本
来
航
海
家
で
あ
り
、

ー
フ

デ
号
で
共
に
来
日
し
た
蘭
人
幹
部
、
或
は
、

そ
の
後
渡
来
し
た
蘭

・
英
の
商
務
員
と
異
り
、
船
舶
運
航
の
責
任
者
で
あ
っ
て
、
渡
来
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後
の
彼
は
外
交
通
商
上
重
要
な
人
物
と
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
方
面
の
こ
と
は
必
ず
し
も
彼
の
本
意
と
す
る
仕
事
で
は
な
か
っ
た
よ

2 

う
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
人
柄
が
外
交
交
渉
、
あ
る
い
は
、
商
取
引
の
か
け
引
に
適
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長

リ
チ
ャ
l
ド
・
コ
ッ
ク
ス
そ
の
他
当
時
の
人
々
の
彼
に
対
す
る
批
評
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
彼
は
家
康
の
依
頼
に
よ

っ
て
新
船
を
二
髄
建
造
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
家
康
の
た

っ
て
の
頼
み
で
止
む
を
得
ず

引
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
最
初
は
、
そ
の
よ
う

な
仕
事
は
経
験
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
固
く
断
っ

て
い
る
の
で
あ
る。

し
か
ら
ば
彼
に
と
っ
て
最
も
関
心
の
深
い
問
題
は
何
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
彼
は
「
未
知
の
友
へ
」
の
書
簡
の
中
で
、
彼
が
東
イ
ン
ド

へ
向
う
オ
ラ
ン
ダ
船
隊
に

E
E
冨
と
O
円
と
し
て
参
加
し
た
動
機
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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即
ち
、
彼
が
一
五
九
八
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
隊
に
加
わ

っ
て
東
イ
ン
ド
へ
向
っ
た
動
機
は
「
東
イ
ン
ド
交
通
に
関
し
て
得
た
知
識
を
体
験
に

よ
っ
て
確
め
た
い
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
官
険
精
神
に
富
ん
だ
発
見
航
海
活
動
の
盛
ん
な
時
代
で
あ
り
、
未
知
の

国

叶
2
5
F
8
m
E
S
を
追
求
し
た
時
代
で
あ
っ
て
、
ア
ダ
ム
ス
も
ま
た
、
こ
の
旺
盛
な
時
代
精
神
に
育
ま
れ
た
チ
ュ

1
ド
ル
王
朝
時
代

切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
の
真
価
を
知
る
た
め
に
は
、

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
彼
の
航
海
家
と
し
て
の
特
質
を
最
も
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
彼
の
企
図
し
た

航
海
家
と
し
て
の
一
面
を
充
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

21一人 1-2

の
冒
険
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て、

わ
が
国
に
於
て
外
交
家
或
は
貿
易
家
と
し
て
活
躍
し
た
彼
を
知
る
こ
と
は
勿
論
大



日
本
を
基
点
と
す
る
北
西
航
路
の
探
検
計
画
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、

こ
の
問
題
を
採
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
予
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ア
タ
ム
ス
の
北
西
航
路
探
険
計
画
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
計
画
を
彼
が
立
案
し
て
、
そ
れ
が
今
日

に
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、
彼
が
ロ

y
ド
ン
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
へ
送
っ
た
書
簡
に
出
て
く
る
家

め
お
断
り
し
て
お
く
が
、

康
と
彼
と
の
対
話
、

コ
ッ
ク
ス
日
記
に
誌
さ
れ
て
い
る
向
井
将
監
等
重
臣
と
の
対
話
或
は
セ

i
リ
ス
の
日
本
航
海
記
等
に
誌
さ
れ
て

い
る
如
く
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
計
画
を
心
に
抱
き
、

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
援
助
を
請
願
し
て
実
現
を
熱
望
し
て
い
た
と
い
う
に
止

ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
結
局
本
社
の
支
持
が
得
ら
れ
ず
、
実
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
北
西
航
路
の
探
検
は
当
時
の
西
欧
諸
国

に
と
っ
て
正
に
画
期
的
な
大
事
業
で
あ
っ
て
、
そ
の
遂
行
こ
そ
航
海
家
と
し
て
の
ア
ダ
ム
ス
の
本
壊
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
が
蘭
人

敵
国
人
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
も
親
し
く
交
っ
て
、
同
国
人
た
る
セ

i
リ
ス
そ
の
他
の
人
々
の
疑
惑
を

は
も
と
よ
り
、

招
く
よ
う
な
言
動
を
敢
え
て
し
た
の
も
こ
の
様
な
大
計
画
を
心
に
抱
い
て
い
て
、
出
来
る
だ
け
広
く
、

情
報
を
集
め
、
他
国
人
の
協
力
を

期
待
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
の
目
的
は
、

ア
ダ
ム
ス
が
本
社
及
び
幕
府

当
局
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
大
事
業
を
企
て
る
に
至
っ
た
諸
般
の
事
情
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
わ
が
国
の
お
か
れ
た
困
難
な
園

内
事
情
と
国
際
環
境
の
中
で
苦
闘
を
続
け
た
ア
ダ
ム
ス
の
真
の
姿
を
捉
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
英
交
渉
の
史
実
を
一
層
明
確
に
把
握
し
ょ

う
と
す
る
点
に
あ
る
。

北
西
航
路
の
開
発
は
十
六
世
紀
末
よ
り
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

し
た
夢
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
宮
廷
及
び
富

E
H
n
E
E
〉

T
g
E
5
5
が
実
現
を
期
待

彼
等
は
英
国
産
の
毛
織
物
の
販
路
を
求
め
、

ィ
、
日
本
、
香
料
諸
島
へ

の
到
達
を
志
し
た
が
、
ア
ジ
ア
の
北
部
を
通
過
し
、
ア
ニ
ア
ン
海
峡
を
経
て
日
本
に
至
る
北
東
航
路
、

カ
大
陸
の
北
部
を
通
っ
て
南
海
に
出
る
北
西
航
路
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
支
配
下
に
あ
る
希
望
岬
経
由
の
南
東
航
路
、
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
海
を

且
つ
東
イ
ン
ド
の
物
資
を
自
ら
の
手
で
輸
入
し
よ
う
と
し
て
、

カ
タ

ア
メ
リ
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通
過
す
る
南
西
航
路
の
四
航
路
の
う
ち
、

の
開
発
を
試
み
、

一
五
五
六
年
よ
り
一
五
八

O
ま
で
北
東
航
路
探
検
船
隊
が
数
回
に
亘
り
派
遣
さ
れ
た
が
、

彼
等
は
ま
ず
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
人
に
よ
り
妨
害
を
受
け
る
倶
れ
の
少
い
北
方
航
路

船
隊
は
い
ず
れ
も
寒
気
氷
雪

4 

に
妨
げ
ら
れ
て
ワ
イ
ガ
ッ
ト
岬
よ
り
東
へ
は
進
み
得
ず
所
期
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、

o
g
r巾
及
び

(U2
巾ロ門
}
2
7

が

マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
経
由
の
南
西
航
路
を
と
っ
て
世
界
周
航
の
休
業
を
成
し
遂
げ
、

一
五
九

0
年
代
に
は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
が
希
望
岬
経
由
の
南

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
常
の
通
商
活
動
を

東
航
路
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
支
配
す
る
東
イ
ン
ド
へ
進
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、

目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
敵
船
を
全
捕
し
、
西
葡
両
国
の
支
配
下
に
あ
る
水
域
を
荒
ら
し
つ
つ
、
そ
の
勢
力
を
調
べ
る
の
が
主
な
目

的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
戦
闘
的
冒
険
家
は
兎
も
角
と
し
て
、

通
商
活
動
を
目
的
と
す
る
冨
巾
月

E
E
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T
S
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3
3
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、
そ
れ
よ
り
も
寧

ろ
西
葡
両
国
の
武
力
に
よ
る
脅
威
を
避
け
て
、
北
方
航
路
に
よ
る
通
商
闇
の
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

周
知
の
如
く
、
北
西
航
路
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探
検
は
、
先
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、
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開
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∞
昌
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S
F
5
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れ
が
カ
タ
イ
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び
香
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赴
く
た
め

の
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者
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Y
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問
。
己
主
。
三
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
当
時
の
世
界
図
或
は
地
球
儀
に
よ

こ
の
時
代
に
は
未
だ
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
西
洋
北
部
を

西
航
す
れ
ば
他
の
航
路
の
い
ず
れ
よ
り
も
容
易
に
ア
ジ
ア
に
到
達
し
得
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
一
五
七
六
年
に

匂

z
a
o
-
-
Z豆
、
が
北
西
航
路
探
検
を
主
張
し
、
更
に
河
江
戸
田
正
当
芸
聞
が
こ
の
問
題
を
論
じ
、
。
巾
ヨ
ヨ
白

F
E
g
を
引
用
し
て
北
西
航

E
G
g
-
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っ
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、



路
は
北
東
航
路
よ
り
も
緯
度
が
低
く
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
地
峡
は
存
在
せ
ず
、

通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
西
航
路
は
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
最
も
有
利
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
。
ウ
ィ
リ
ス
の
北
西
航
路

。
出
虫
色
去
の
想
定
し
た
ア
ニ
ア
ン
海
峡
を

21一人 1-5

論
は
従
来
の
論
者
と
異
り
、

日
本
に
関
説
し
て
い
る
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。

註

P
B
E
ω
T
H
E
C
m
の
世
界
図
に
つ
い
て
は
H
V
2
2
〉苫ロ
w
m
h
2
5
0間
E匂
Y
E
a
-
E
S
C
3
2
司

5
c
m
2
2
3
3
)
5
8
)
|
|
詳
の
一
円
。
=
・

U
2
2
5〈
ぬ
可
江
口
Z

L

P
白血官・

2
白
芯
∞
参
照
。

か
く
て
、
北
西
航
路
の
探
検
は
有
力
な
地
理
学
上
の
論
拠
を
得
た
が
、

こ
の
よ
う
な
国
家
的
大
事
業
の
遂
行
に
は
、
そ
れ
に
要
す
る
莫
大

な
資
金
の
調
達
と
採
算
を
度
外
視
し
た
官
険
精
神
に
富
む
す
ぐ
れ
た
航
海
家
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

u
g
r巾ゆゎ
2
2
E
m
Y
H
k
g
g出A
2

そ
の
他
南
方
航
路
に
進
出
し
た
人
々
は
、
敵
船
の
捕
獲
に
よ
る
戦
利
品
に
よ
っ
て
資
金
を
賄
い

閉
ま
な
い
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
も
と
に
、
独
立
国
家
の
意
識
に
燃
え
て
い
た
の
で
、

「
海
賊
」
の
異
名
を
と
っ
た
が
、
北
西
航

イ
ギ
リ
ス
の
朝
野
は
北
方
資
源
の
獲
得
に
熱
意
を
有
し
、
即
位
後

ロ
ン
ド
ン
商
人
に
よ
っ
て
資
金
が
賄
わ
れ
、

一
五
七

路
で
は
そ
の
よ
う
な
戦
利
品
を
期
待
し
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
頃
、

六
年
よ
り
同
八
年
ま
で
三
回
に
豆
り

守
山
[
白

H7Z
ロ
m，H

。σ窃
rm同

に
よ
っ
て
同
航
路
の
探
検
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
探
検
は
カ
タ
イ
へ
到
達
す

る
と
い
う
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
未
知
の
地
域
の
情
報
と
カ
ナ
ダ
の
鉱
物
資
源
を
も
た
ら
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
朝
野
を
よ
ろ
こ
ば

せ
た
。
こ
の
探
検
の
際
、

F
S
5
Z円
は
一
五
六
九
年
作
冨
R
E
S
H
の
世
界
図
及
び
一
五
七
六
年

者
岳
民
口
四
C
E
C
m
y

作
の
航
海
図

を
使
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

註

{
〉
仏
〈
↑

L
t
ξ
.
ザ
〈
山
門
め
『

m

、』，

ro
〉
3
c
h
Z
2
-由
民

z
c
p
匂
日
c・
〉
τ
τ
E
L
E
H
C
〉
民
参
照
。

そ
の
後
、

一
五
八
三
年
に
前
述
の
北
西
航
路
論
の
筆
者
出
己
B
B
-
4
0
5高
円
自
身
が
、
同
航
路
の
探
検
に
赴
い
た
が
、
こ
の
時
の
主
目

植
民
と
鉱
石
の
採
収
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
前
年
、

一
五
八
二
年
に

5 

的
は
未
知
の
航
路
の
探
検
よ
り
も
、
む
し
ろ
、



同
仏
名
曲
丘

司巾ロ件。ロ

の
率
い
る
船
隊
が
南
方
航
路
を
と
っ
て
東
イ
ン
ド

へ
向
っ
た
が
、
同
船
隊
は
東
イ
ン
ド
に
お
い
て
北
西
航
路
に
関
す

6 

る
情
報
を
出
来
る
だ
け
多
く
集
収
す
る
よ
う
に
と
の
指
令
を
与
え
ら
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、

何
故
か
北
総
四

O
度
以
北
に
赴
く
こ
と
を

禁
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
詳
か
で
な
い
が
、

北
緯
四

O
度
は
当
時
の
航
海
図
で
は
日
本
の
北
限
と
北
米
大
陸
西
岸
を
結
ぶ
線
に
あ
た

っ

て
お
り
、

マ
ニ
ラ

・
ア
カ
プ
ル
コ
聞
に
ガ
レ
オ
ン
船
の
往
来
が
既
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
か
ら
、

己
正
白
コ
巾
仲
田
等
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
側
の
情

報
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

の
北
西
航
路
論
が
現
れ
て
後
、

路
の
探
検
を
試
み
、
北
緯
七
三
度
の
地
点
に
到
達
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

H
N
W
7
2
1向山

d
ぐ
巳

-F
凹

一
五
八
五
年
よ
り
同
七
年
に
か
け
て
、

'-cyコ
ロ
ヨ
一
師
、
が
更
に
三
回
に
わ
た
り
同
航

(
以
上
、
横
浜

市
立
大
学
紀
要
伊
ユ
自
〉
l
出

M
-
Z
0・
エ
∞
-
の
拙
稿
参
照
。
)

翌
一
五
八
八
年
、

イ
ギ
リ
ス
船
隊
が
ス
ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
撃
破
し
、
同
年
。

2
2
L
F
F
船
隊
が
南
西
航
路
に
よ
り
世
界
周
航
を
成

し
遂
げ
て
本
国
へ
帰
帆
し
た
こ
と
に
よ
り
、

南
方
航
路
は
ス
ペ
イ
ン
の
海
上
勢
力
に
よ
る
脅
威
が
薄
ら
ぎ
、

リ
ス
ボ
ン
港
よ
り
オ
ラ
ン
ダ

一
五
九
四
年
以
後
オ
ラ
ン
ダ
船
が
相
次
い
で
ポ
ル

へ
輸
送
す
る
東
イ
ン
ド
物
資
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
動
機
と
な
っ
て
、

ト
ガ
ル
支
配
下
の
東
イ
ン
ド
へ
進
出
す
る
に
及
び
、

一
七
世
紀
初
頭
に
至
っ
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
の

イ
ギ
リ
ス
朝
野
の
関
心
は
南
方
航
路
へ
の
進
出
に
向
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

富巾
R
E
E
〉
牛
〈

g
Z
5
3
の
北
西
航
路
に
寄
せ
る
期
待
は
依
然
と
し
て
強
く
、

H
D
コd
g
H
K
B
コ
2
2
2
指
揮
の
下
に
出
帆
す
る
と
間
も
な
く
、

一
六

O

年
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
第
一
回
東
イ
ン
ド
派
遣
船
隊
が

。g『膏

〈
〈
ミ

5
2
F
の
北
西
航
路
探
検
計
画
が
提
出
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
直
に
こ
の
計
画
を
採
用
し
、
会
社
の
仕
事
と
し
て
実
行

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
南
東
航
路
に
よ
り
希
墓
岬
を
経
由
し
て
東
イ
ン
ド

へ
向
っ
た
第
一
回
派
遣
船
隊
の
結
果
を
待
た
ず
、

直
に
ウ
エ

イ
マ
ス
の
申
出
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
玄
巾
R
Z三
〉
を
g
E
5
3
が
北
西
航
路
の
開
発
を
如
何
に
強
く
要
草
し
て
い
た

か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
東
イ
ン
ド
水
域
を
支
配
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
に
対
抗
す
る
唯
一
の
道
は
、
新
た
な
、
よ
り
近
い
航
路
を

21一人 1-6



発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
、
玄
己
聞
の

0
4
n
o
B宮
ミ

の
抗
議
を
排
し
て
実
行
に
踏
み
切
り
、
第
一
回
東
イ
ソ
ド
派
遣
船
隊
へ
の
出
資

金
一
ポ
ン
ド
に
対
し
て
一
シ
ル
リ
ン
グ
の
割
合
で
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
探
検
が
成
功
し
た
場
合
、
こ
の

新
航
路
に
よ
る
貿
易
を
独
占
し
た
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

註
、
H
，

Z

P
3
0『

F
I
2
7
同，

S
L
2
2
7
0
F
ωニ
コ
宮
田・

2
3
2「

L
a
-コ
-
z
p
Z
2
5
2
Z
D『戸

Z
F
Z
P
F
2
FLE
の

3
3ミ

5
3
150ω
・

σ『
国

g『可
ω門
司
〈
巾
コ
回
・

こ
の
探
検
は
一

六
O
三
年
に
実
施
さ
れ
た
が
失
敗
に
帰
し
、
ウ
ェ
イ
ス
マ
ス
は
更
に
第
二
回
の
請
願
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
時
第
一
回
東

イ
ン
ド
派
遣
船
隊
が
帰
国
し
、
且
つ
相
次
ぐ
蘭
船
の
進
出
に
よ
り
希
望
岬
を
経
由
す
る
南
東
航
路
に
よ
る
東
イ
ン
ド
貿
易
が
有
利
に
遂
行

し
得
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
こ
の
請
願
は
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
時
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ア
ダ
ム
ス
は
既
に
わ
が
国
に
在
っ
て
、
家
康
の
被
護

の
下
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

ア
ダ
ム
ス
が
未
だ
イ
ギ
リ
ス
の
回

R
g
q
n
o
s
-出
ロ
可
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、

イ
ギ
リ
ス
の
地
理
学
界
に
特
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の

は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
中
心
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
地
理
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
特
に
注
目
す
べ
き
地
理
学
者
は
司

2
2∞
呂
田
ロ

SH凹

で
あ
る
0

フ
ラ
ン
ス
国
境
に
近
い
小
村
に
生
れ
た
彼
は
元
来
カ
ル
ピ
ン
派
の
神
学
者
で
あ
っ
た
が
、
諸
国
語
に
精
通
し
、

後
に
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
移
っ
て
欧
州
諸
国
の
最
新
の
世
界
図
を
基
に
し
て
新
た
に
世
界
図
を
製
作
し
た
が
、
神
学
者
た
る
彼
が
世
界
図
の
製
作
に
努
力

を
傾
倒
し
た
の
は
、
当
時
す
ぐ
れ
た
世
界
図
の
製
作
が
オ
ラ

ン
ダ
の
国
家
的
要
請
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

註

』
・
同
ハ

2
5吉
岡

同
》
巾
門
門
戸
国
的
可
一
回
口
円
一
口
凹

、H，
z
o
-
a
s
g
c
g
q白

血
『
・

E
2
H
H
参
照
。

一
五
九
二
年
に
彼
の
製
作
し
た
世
界
図
が
は
じ
め
て

(U2ロ巾]-聞の宮内田
N

・
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
東
イ
ン
ド
に
関
す
る
当

21一人 I-77 



時
と
し
て
は
最
も
新
し
い
地
理
的
知
見
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
世
界
図
は
、

叶『

5
5
2
呂
田
ロ
円
四
四
三

-r
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
紹

に
よ
っ
て
一
五
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
著
書

包
括
叶
同

g
t
g
p
巾
門
口
・
の
中
の
第
四
編
〉
虫
色
口
出
口
円
二
ロ
ロ
仏

2
2宮
-oロ
O同
伊
丹
円

E
E
2
2
5
7
5
C
E
5
a島
一豆
品
目

up
巾門口・

介
さ
れ
、

一『
07ロ
tF『
Fロ門同市門

ZF印
刷

凶

巾

HnFmgv
円。口同出回
H
M
H

口問

ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て

で
プ
ラ
ン
シ
ウ
ス
の
世
界
図
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
大
英
博
物
館
所
蔵
の
図
書
目
録
(
わ
白
仲
間

]
o
m
5
5
F
吋
・
色

N
G
C
に
そ
れ
よ
り
さ

金
二
五
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
〉

F

E
ロ
日
号
t
g
o同
C
2
5
5-
一
宮
告
官
明
白

E
P
E
a
g与
え

F
2
5
7が
収
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
プ
ラ
ン
デ
ビ
ル
が
こ
の
時
既
に
こ
の
方
面
に
深
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

但
し
、
プ
ラ
ン
シ
ウ
ス
を
紹
介
し
た
な

か
に
誌
さ
れ
た
日
本
に
関
す
る
記
事
は
次
の
如
く
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

同
告
白
ロ

7
2
7
H
Y
H
S
E
g内
昨
日

c
n
r
Rロ
。
当
ロ

a
・
8
宮

g
H
a
oロ内向
8
5
2
0
5
a
σ
可
島
田
片
岡

s
z
a
F巾
お
P

者

}dag同

H
Z

骨
師
同
宮
内
山
関
門

2
5二
∞
母
〈

E
a
5
5
8
p
o
i
2
8
2
H
N
S
-
B
F
O向
者

E
n
y
宮

2
8
ぽ
岳
町
冨
2
5
3
E
E
(U
F
2
9

乙戸巾

回巾円。口内日

F田口出
口
a
u
C
8
3
唱

}dFnynoロ
S
5
2
7σ
ロ
仲間。ロ

5
-v
s
i
2
2
2
H
O
E-gg-

本
書
、
が
特
に
注
目
に
価
す
る
の
は
、
そ
れ
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
紳
士
を
養
成
す
る
た
め
の
教
養
図
書
で
あ
り
、

大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
分
の
み
で
も
七
版
(
但
し
第
五
版
を
欠
く
)
を
重
ね
る
程
広
く
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ト
ロ
ン
が
レ
パ
ン
ト
会
社
及
び
そ
の
後
一
六

O
O年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
総
裁
に
就
任
し
た

ま
た
、
本
書
出
版
の
パ

ωF門
叶
『

d
o
g
s

ω
B
E戸
で
あ
る
こ
と
も
極
め
て
興
味
深
い
。

プ
ラ
ン
シ
ウ
ス
は
一
五
九
四
年
に
更
に
球
形
世
界
図
を
発
表
し
た
が
、

」
れ
ら
二
つ
の
世
界
図
に
あ
る
日
本
の
図
型
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
o

8 

の
中
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第 1 区I(1594年〉

IAPAN 
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J. Keuning: Jacob Cornelis van Neck， vol V. tweede stuck. K回 rten，XIV. 

74. Wereldkaart van Petrus Plancil爪 1592の略図

21一人 I-9



第 2 図 (1594年〉

同前 Kaarten X1V 75 Wereldkaart van Petrus Plancius， 1594の略図
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こ
れ
ら
の
図
型
を
叶
己
岳

F

の
地
図
帖
〉
ユ
g
N日
。
g
口
E
n
y
g
仏
角
関

R
S明
者
Y
5

向
日

R

Y
宮
巳
回
口

}HErm巾]ロ

所
載
の
諸
図
と
比
較

21一人 1-11

し
て
み
る
と
、
第
一
図
は
わ

az--凹
母
]
昆
宮
町

(
5
8
持
守
〉

の
図
型
に
酷
似
し
て
お
り
、
第
二
図
は

〉円ロ
o
E
C田
町
]
O
同
巾
口
氏
己
凹
酔

F
g
m円巾ロ

(
5
2
1申
守
)

の
球
形
図
に
似
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
図
は

】白色
2
5
出
。
ロ
円
四
三
回
が

0
3巳
吉
田

の
図
を
写
し
て
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
で
刊
行
し
た
手
巾

Z
2
2
5
H
-z
oロ岳
5
〉ユ出
回
(
]
き
3
3
Z
E
g
i
-
-
-
)

円

)
3
0
3
Z
Z
H
J
5
E
F
A
U官
。
ご
Z

G
乙ニ
2

H
∞子

C
コ門戸
3
2・

で一日

-
P
S)
の
日
本
の
図
型
に
酷
似
し
て

い
る
。

国〈巾円山可】白『
m
m
-巾円丹市円

二
ハ
一
三
年
十
二
月
に
彼
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
宛
に
送
っ
た
所
調

と
よ
ば
れ
て
い
る
書
簡
の
中
に
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
六
月
、
第
八
回
東
イ
ン
ド
派
遣
船
隊

に
所
属
す
る
の

-o話
号
が
平
戸
に
入
港
し
、
司
令
官
一
「o
g
F岳
が
ア
ダ
ム
ス
を
伴
っ
て
参
府
し
た
際
に
、
家
康
は
ア
ダ
ム
ス
に
対
し

ア
ダ
ム
ス
が
北
西
航
路
探
検
の
意
図
を
有
し
た
こ
と
は
、

て
、
グ
ロ
ー
ブ
号
の
来
航
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
北
西
或
は
北
方
の
諸
地
域
を
発
見
す
る
た
め
で
は
な
い
の
か
と
質
問
し
た
の
に
対
し
て
ア

ダ
ム
ス
は
「
我
々
の
国
は
そ
れ
ら
の
地
域
を
発
見
す
る
た
め
に
引
っ
ず
き
多
額
の
金
を
費
や
し
て
い
る
」
と
答
え
、

更
に
「
そ
の
よ
う
な

通
路
が
存
在
す
る
の
か
、

そ
れ
は
余
り
近
く
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
質
問
に
対
し
て
、

「
通
路
の
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
し
カ込

一
葉
の
世
界
図
を
家
康
に
示
し
て
、

あ
る
。
こ
の
時
ア
タ
ム
ス
が
家
康
に
示
し
た
と
い
う
冨
与
え
子
市
毛
2
5
と
は
如
何
な
る
世
界
図
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

そ
の
近
距
離
で
あ
る
こ
と
を
了
解
せ
し
め
た
、

と

も
、
そ
れ
は
極
め
て
距
離
が
近
い
」
と
答
え
て
、

C

・R
-
切
実
巾
門
教
授
は
ア
ダ
ム
ス
が
家
康
に
示
し
た
の
E
3
0士
宮
君
主
与

に
つ
い
て
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
わ

2
5
F

ch豆
5
・
編
纂
の
航
海
図
は
リ
l
フ
デ
号
の
携
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

Z
2
7
2
3
の
意
見
に
賛
意
を
表
し
、
同
図
の

の
署
名
月
日
が
マ

l
フ
i
船
隊
出
帆
の
四
ヶ
月
前
に
な
っ
て
お
り
、

ooagN-

一
六

O
九
年
に
来
航
し
た
蘭
船
は
よ
り
新
し
い
航
海
図
を
用
い
た
で

あ
ろ
う
か
ら
、
本
国
が
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
最
初
の
オ
ラ
ン
、
タ
製
海
図
で
あ
る
と
述
べ
、

同
図
が
明
治
維
新
の
際
に
徳
川
家
か
ら
皇

室
の
所
有
に
帰
し
た
経
緯
か
ら
推
し
て
、
家
康
の
所
蔵
し
て
い
た
世
界
図
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
同
図
の
経
緯
度
、
三
コ
ユ

11 



ポ
ル
ト
ガ
ル
の
紋
章
よ
り
推
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
図
を
典
拠
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
地
図
製

作
の
黄
金
時
代
に
属
す
る
り

ozg号
及
び
∞

R
E
O
B
g
c
g
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

5
8∞
及
び
地
名
、

註

。・
-
N
・
ロ
CMAqup=

〔

)05-vp口
5
5
γ

【

E
F

戸

m
o
c
l
H∞印()掴

日y
N

・

リ
ン
ス
ホ
l
テ
ン
協
会
の
蘭
船
航
海
記
集
の
中
の
フ
ァ
ン

・
ネ
ッ
ク
航
海
記
に
添
え
ら
れ
た

J
・
ケ
ニ
ン
グ
の
世
界
図
集
に
収
め

ら
れ
て
い
る
プ
ラ

ン
シ

ワ
ス
の
世
界
図
に
示
さ
れ
た
日
本
図
(
第

一
図
及
び
第
二
図
〉

を
引
用
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

ケ
ニ
ン
グ
は

更
に
前
記

。cg丘
町
ロ
。
色
丹
m
N・

の
署
名
の
あ
る
地
図
三
葉
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
図
は
、

い
ず
れ
も
、
プ
ラ
ン
シ
ウ
ス
及
び
リ
ン
ス
ホ
l

テ
ン

の
水
路
誌
所
載
の
地
図
に
酷
似
し
て
お
り
、

ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト
の
最
初
の
航
海
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、

本
に
携
釆
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
枚
は
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

リ
ー
フ
デ
号
に
よ
っ

て
日

註

」
・
}
〈
司

E
V
ER

ucc. 

C
〈
2
5
n宣
言
ロ
己
代
(
)
己
主

-
T
r
n
L
E出
〈
包
ロ
【
}合
同
ハ

E
F
c
m
E
-
L
W
5
5
=
L
qロ
ケ
戸
内

tun-戸
内
〉

-
n
r
-
t
m
-
r
w
F
7
2
』

S
S
R
-
g
z
u
t
-
-
K
ζ

こ
れ
ら
の
図
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

亀
の
子
型
、
何
懐
型
、
芋
虫
型
、
或
は
蛸
の
頭
、

鼠
の
後
姿
、
頭
蓋
骨
型
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
村
拓
氏
が
一
ー東
亜
の
古
地
図
及
ひ

「
戦
国
時
代
の
日
本
図
」

(
特
に
後
編
、

初
期
南
蛮
扉
風
世
界

図
と
御
朱
印
船
航
海
図
と
に
現
わ
る
る
日
本
の
地
形
の
比
較
以
下
)
〔
註
〕
に
詳
説
さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

註

横
浜
市
立
大
学
紀
要

ω
2
2
〉
1
5
・
zc-
∞
∞
及
び
同

ω
2
2
〉
1
F
Z
c
-
h
M岱・

こ
れ
ら
の
図
と
、
前
掲
の
.
フ
ラ
ン
シ
ク
ス
の
図
と
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、

わ
が
国
に
来
航
し
た
際
の
ア
ダ
ム
ス
の
地
理
的
知
見
を
大
体

推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

彼
t主

「
未
知
の
友
へ
」

の
書
簡
の
中
で
、

リ
ー
フ
デ
号
が
日
本
に
近
ず
い
た
時
、

日
本
の
北
端

12 21一人 1-12
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(
?
〉
を
北
緯
三

O
度
の
地
点
に
按
索
し
た

が

徒

労

に

お

わ

り

、

海

図

、

地

球

儀

が

間

違

っ

て

い

た

と

述

べ

て

い

る

が
、
そ
の
後
、
彼
は
、
わ
が
国
に
お
い

て
自
ら
体
験
し
た
事
実
及
び
各
方
面
よ
り
得
た
情
報
に
基
き
、
新
た
に

巧
OHE'm-cg
を
製
作
し

す
べ
て
の
地
図
、

た
と
一
再
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の

m
Z
Z
は
現
存
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い

て、

C
・
R
-
ボ
ク
サ
ー
教
授
は
巴
om。
号
わ
o
z
g
の
記

事
を
ひ
い
て
、

日
本
の
各
地
方
を
か
な
り
精
細
に
伝
え
、

北
東
及
び
北
西
両
航
路
を
示
す
こ
の
地
球
儀
は
、

マ
カ
オ
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス

会
土
に
よ
り
写
図
が
作
ら
れ
た
が
、

コ
ウ
ト
の
記
述
に
よ
り
、
そ
れ
が
、
蘭

・
英

・
日
本

(
ま
た
恐
ら
く
ポ
ル
ト
ガ
ル
〉
の
資
料
に
基
い

て
作
ら
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
だ
け
に
、

原
図
及
び
写
図
が
共
に
失
わ
れ
て
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

(]出口

hog-uOロ
〆
℃
・

N
・)

ア
ダ
ム
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
を
出
発
し
た
際
に
「
東
イ
ン
ド
交
通
に
関
し
て
得
て
い
た
知
識
」
は
.
フ
ラ
ン
シ
ウ
ス
の
ほ
か
に
、
特
に
、

。
R
x
a
-
及
び
ピ
ロ
閉
口
7
2
8
に
拠
っ
て
得
た
知
識
が
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
前
者
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
渡
来
し
た
経
験
が

そ
の
日
本
に
関
す
る
知
識
が
大
き
な
影
響
を

あ
り
、

マ
l
フ
l
船
隊
に
参
加
し
て
チ
リ
l
沿
岸
ま
で
ア
ダ
ム

ス
と
同
行
し
て

い
る
か
ら
、

与
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
等
の
蘭
人
の
わ
が
国
に
関
す
る
知
識
は
近
幾
以
西
に
つ
い
て
は
精
し
か
っ
た
が
、

北
東
部
に
関
し
て
は
甚
だ
不
明
確
で
あ
っ
た
。
後
に
、
一
六
四
四
年
、

zsgロ
の
巾

5
5・
〈
口
市
曲
が
蘭
船
何
回
m
R
F
2
B
及
び
切
同
g
w
g
m

両
船
に
よ
り
日
本
の
北
方
海
域
を
探
査
し、

そ
の
航
海
記
が
一
八
五
八
年
に
、

H
Y

〉
-
F
2宮
に
よ
り
航
路
図
及
び

〈
ODω
弓
g
E
の
解

説
を
付
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
刊
行
さ
れ
た
が
、

シ
l
ボ
ル
ト

は
フ
リ

ー
ス
が
航
海
に
先
立
っ
て
利
用
し
得
た
エ
ゾ
地
に
関
す
る
情
報

と
し
て

E
弓
g
〉
]
O
E
C
m
m，

HO巾印

(戸
己
広
明
B
F
C
M
Z
5
8
5、自
己
印
円
山
内
〉
ロ
ぬ
巾
}回目

(】伺
5
2
5
0
門
戸
巾
〉
ロ
唱
-
F
』。田口

ω白
H5
(]。『ロ

ω
R
FCW

m，H
曲一ロの。
可由

。由同
O
ロ

の
四
資
料
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
の
う
ち
フ
ロ
イ
ス
の
情
報
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
セ

l
リ
ス
が
江

戸
に
於
て
松
前
の
商
人
よ
り
得
た
と
い
う
情
報
は
彼
よ
り
も
寧
ろ
ア
ダ
ム
ス
の
知
見
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。

れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
こ
の
頃
に
至

っ
て
も
な
を
蘭
人
の
北
方
に
対
す
る
知
見
が
こ
の
程
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ア
ダ
ム
ス
来
航
時
の
蘭

21一人 1-15

。
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人
の
日
本
の
北
方
に
関
す
る
知
見
の
程
度
が
如
何
に
不
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

フ
l
ベ
ル
ト

・
チ
l

ス
リ
ツ
ク
師
編
「
北
方
探
検
記
'一
に
元
和
年
間
二
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
神
父

〉
ロ
唱
宕
及
び

ロ
ミ
喜
一
ぎ

が
四
回
に

亘
っ
て
エ
ゾ
地
へ
赴
い
た
時
の
報
告
書
、
か
載
っ
て
い
る
。

ア
ダ
ム
ス
が
既
に
世
を
去
っ
た
後
の
こ
と
に
属
す
る
が
、

ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
の
報
告
書
そ
の
も
の
は
一
六
二
二
年
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、

同
神
父
の
経
歴
よ
り
考
え
て
次
の
諸
点
に
お
い
て
ア
ダ
ム
ス

の
北
方
に
関
す
る

知
見
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ωア
ン
ジ
ェ
リ
ス
は
シ
チ
リ
ア
島
の
生
れ
で
、
。
ユ
巾
]
呂
田
或
は
〈
巾
-70
の
地
図
を
見
た
と
推
定
さ
れ

ωイ
エ

ズ
ス
会
土

Hm
g
n
g
E
R
a
g
が
朝
鮮
役
の
は
じ
ま
る
直
前
に
、
二
年
間
日
本
の
地
図
製
作
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
。

る
こ
と
、

ω松
前
の
領
主
嶋
崎
慶
広
が
名
護
屋
で
秀
吉
に
会
っ
て
お
り
、

一
五
九
九
年
に
は
家
康
に
エ

ゾ
の
地
図
一

葉
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
。

崎
は
一
六

O
四
年
に
家
康
に
よ
っ
て
松
前
藩
主
に
任
ぜ
ら
れ
た
)
、

ωア
ン
ジ
ェ
リ
ス
は
一
六

O
二
年
に
来
日
し
、

一
六

O
三
年
よ
り
同

十
三
年
ま
で
伏
見
に
於
て
布
教
に
従
事
し
、
同
年
江
戸
に
移

っ
て
教
会
の
建
設
に
尽
力
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、

こ
の
間
家
康
の

居
城
駿
府
に
布
教
所
が
置
か
れ
た
時
、
そ
の
住
事
を
も
た
さ
れ
、

直
接
或
は
間
接
に

ア
ダ
ム
ス
と
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
こ

と
。
以
上
の
ほ
か
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
は
同
じ
く
イ
エ
ズ
ス
会
士
カ
ル
ロ

・
ス
ピ
ノ

ラ
と
同
行
し
て
来
日
し
た
が
、

て
マ
ー
ド
ッ
ク
の
日
本
来
(
一
九
O
三
年
版
六
二
五
頁
、
脚
註
)
に
次
の
興
味
あ
る
一
文
が
載
っ
て
い
る
。

ス
ピ
ノ
ラ
神
父
に
つ
い

ω立
ロ
。
-
E
e
L
F
D
F℃
言
語
ミ
ヨ
5
7
当

7hE
〔
玄
白
押
円

7
9司
〕

百

円

丘

斗

E
5
h
E
E
-

〉『
H
2
Z
E
a。ユ

72仏
守
口
子
市
(
}
門
g
田
5
=

。
『同}町岡
市N
，田

三国一円

5

0
8
}内2
5
5
03
由

7
0
5
d
E吉
田司
尽
き

ヨ

5
7
5
5
5
2
E
5
2
2
c
m
g℃才可

巳
コ仏

国
泣
き
ロ
。
guc
ω
℃
50]戸

g
g
Z
2
7
E
2ロ
E22
母ヨ〕『
=
5
同ハ
可
2
0・

吋

7
5
22
牛

g
d可
毛
2

5

5
巾
志
望
号
巾
コ
2

4
∞
7
5均
月
7
8
-
J
F円
者
窓
口
お
と

二
戸円
白
骨
E
U
N
S
円7
巾
同
門
出
口
出
口

8
2
m巾
C
『
門
丁
巾

Hqヨ
li--
F
-門
名
2
2
-コ泊三時三
-
C
コ
{
。
「
『
2
2月
7・
5
5
包丁一コ均一一}内
冊
子
巾

閉山。
uB-
ω
2
5可
田
町芯コ
吉
正
田

g
g
Z
3
7丘
一
口
開
口
均
一言門戸

布
教
活
動
を
行
う
に

は
そ
の
土
地
の
事
清
を
よ
く
知
り
、
言
葉
と
地
理
に
く
わ
し
い

こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、

布
教
に
従
事
し
た
人
々

16 

幡
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は
先
ず
そ
の
習
得
に
意
を
用
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
江
戸
開
府
に
伴
い
、

進
展
す
る
に
伴
っ
て
、
布
教
者
の
東
北
に
関
す
る
知
識
、
か
深
ま
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

か
か
っ
た
ア
ダ
ム
ス
も
、
こ
れ
ら
の
動
向
に
は
常
に
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

西
国
よ
り
東
国
へ
、
更
に
奥
羽
へ

21一人 1-17

家
康
の
側
近
に
仕
え
、
北
方
に
関
心
の
深

「
北
方
探
検
記
」
(
二
八
頁
)
に
、
十
七
世

紀
初
頭
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
の
船
が
ア
フ
リ
カ
を
迂
回
す
る
航
路
を
お
び
や
か
す
の
で
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
本
部
で
は
ロ
I
マ
よ
り

陸
路
シ
ナ
に
至
る
こ
と
を
計
画
し
、
蝦
夷
を
経
て
シ
ナ
に
至
る
北
方
ル
l
ト
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
、

蝦
夷
の
探
検
が
日
本
布
教
の
存
続
、

継
続
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ア
ダ
ム
ス
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
宛
て
た
書
簡
の

中
で
、

エ
ゾ
で
は
朝
鮮
及
び
韓
相
の
言
葉
が
話
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
彼
が
エ
ゾ
を
大
陸
の
一
部
と
考
え
て
い
た

イ
エ
ズ
ス
会
土
の
北
方
え
の
関
心
、
及
び
、

こ
と
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
に
と
っ
て
エ
ゾ
の
北
方
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ア
ダ
ム
ス
が
作
製
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
君
。
H
E
m
-
o
g
が
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
っ
て
マ
カ

イ
エ
ズ
ス
会
士
の
布
教
活
動
に
伴
う
地
理
的
知
見
が
ア
ダ
ム
ス
の
北
方
探
検
と
何
等
か

こ
の
事
実
と
、

オ
で
複
製
さ
れ
た
事
実
な
ど
を
考
え
合
せ
る
と
、

の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く

「
北
方
探
検
記
」
に
よ
る
と
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
は
二
ハ
一
二
年
に
再
度
松
前
に
渡
り
、
そ
の
報
告

書
と
一
葉
の
地
図
を
管
区
長
に
送
っ
て
い
る
o

こ
の
報
告
書
と
地
図
は
ロ

l
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
に
ラ
テ
ン
語
の

書
入
れ
が
捜
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
管
区
長
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、

年
問
、
わ
が
国
に
お
い
て
日
本
の
地
図
製
作
に
従
事
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
土
イ
グ
ナ
シ
オ

・
モ
レ

l
ラ
の
覚
え
書
か
ら
引
用
し
た
も
の
だ
と

-
ム
ン
デ
ィ
誌
に
掲
載
し
た
論
文
釘

En-。

ず
っ
と
以
前
の
も
の
で
あ
っ
て
、

一
五
九
一
年
よ
り
二

の
こ
と
で
あ
る
。

モ
レ

l
ラ
に
つ
い
て
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
神
父
シ
ユ
ツ
テ
師
が
イ
マ
ゴ

冨
2
2
E
C間口∞
σg-(U国
立
。
ぬ
片
品
宮
ニ
ロ
]
省
出
口

]
{
ω
c
c
i
H
m
m
v
N
 

の
中
で
そ
の
生
涯
及
び
業
績
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、

二
ハ
一
九
年

に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
出
版
さ
れ
た
E
・
ニ
コ
ラ
イ
の
著
書
の
中
に
、
前
記
イ
エ
ズ
ス
会
所
有
の
文
書
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
見
ら
れ
、

」
れ
ら

の
記
事
に
は
同
じ
源
泉
す
な
わ
ち
モ
レ
l
ラ
の
覚
え
書
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

因
に
「
北
方
探
検
記
」
は
ア
ン
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ジ
ェ
リ
ス
の
蝦
夷
地
図
と
共
に
、
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
の
一
五
八
九
年
作
と
い
わ
れ
る

「
銀
の
島
」
が
エ
ゾ
の
位
置
に
画
か
れ
て
い
る
図
を
掲

げ
「
小
生
の
か
つ
て
シ
チ
リ
ア
島
で
見
た
諸
地
図
に
は
、
蝦
夷
は
四
方
に
海
を
め
ぐ
ら
し
て
描
か
れ
て
い
る
」

言
葉
を
ひ
い
て
、
彼
は
若
い
時
分
に
ヴ
ェ
リ
ュ
か
、
又
は
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
の
地
図
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

と
い
う
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
の

日
本
の
北
方
に
あ
る
大
き
な

銀
の
島
の
記
憶
が
残
っ
て
い
た
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
あ
る
が
、

一
五
九
三
年
に
の
。

R
E
P
T
E
g
の
作
つ

た
世
界
図
及
び
前
掲
の
事
フ
ラ
ン
シ
ウ
ス
の
図
そ
の
他
一
六
一
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
巴
白

2
等
の
オ
ラ
ン
ダ
製
の
地
図
に
は
、

エ
ゾ
に
あ
た

る
島
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

エ
ゾ
と
韓
鞄
の
関
係
に
つ
い
て
次
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
秀
吉
の
朝
鮮
役
の
影
響
で
あ
る
。
戦
争
は
互
に
相
手
国
に
関
す
る
知
識
を
深

め
る
と
い
わ
れ
る
が
、
文
禄
慶
長
の
役
に
日
明
両
軍
が
朝
鮮
に
お
い
て
干
支
を
交
え
た
結
果
、

様
々
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
、
互
に
相
手
国

一
九
六
四
年
に
岡
本
良
知
氏
は
リ
ス
ボ
ン
で
講
演
を
行
い
、

本
軍
の
も
た
ら
し
た
オ
ラ
ン
カ
イ
に
関
す
る
情
報
と
エ
ゾ
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。

に
対
す
る
知
見
を
深
め
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
五
年
前
、

朝
鮮
役
の
際
に
日

ロ
g
g
S
E
E
S
S
(
U
E
o
m同生
8
円
佐
官

HZ
何
阿
片
足
自
由

O
H
-
s
z
E
〉
田
区
切
氏
。
由
』

g
c
F
H
a
F
R
c
m
E
g
g
g回
目
E
E
&
2
-。

凶
〈
戸
宮

z
p
o同・

J

へg
E
S
B
0
0
5
5
2。
・
(
わ
巾

E
s
r
開
閉
片
足
。
白
出

E
n
w
w
a
d
-
H
S
S
R
-ロ
宮
司
2
z
m白
]
)
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
最
近
、
同
氏
が
一
ー豊
臣
秀
吉
」
(
中
公
新
書
)
そ
の
他
に
書
い
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
繰
返
え
さ
な
い
が
、

マ
で
刊
行
さ
れ
た
句
。
ロ

Z
E
2
3
2
第
二
巻
に
、
前
記
岡
本
氏
の
論
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
坤
与
万
国
全
国
が
掲
載

一
九
四
九
年
に
ロ

l

さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
の
所
蔵
す
る
こ
の
一
六

O
二
年
に
中
国
で
作
ら
れ
た
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
作
世
界
図
の
日
本
の
地
形
は
、

当
時
西
欧
で
作
ら
れ
た
諸
国
の
図
型
に
く
ら
べ
て
、

極
め
て
今
日
の
地
形
に
近
く
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
岡
本
氏
が
前
記
の
論
文
に

併
せ
掲
げ
て
い
る
福
井
浄
得
寺
の
世
界
図
扉
風
の
図
型
が
こ
れ
と
酷
似
し
て
お
り
、
同
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、

両
者
の
聞
に
深
い
関
係
が
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あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
し
も
こ
れ
ら
の
図
が
ア
ダ
ム
ス
の
目
に
触
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
の
北
方
に
関
す
る
知
見
は
、

そ
れ
ま
で
と

比
較
に
な
ら
ぬ
程
正
確
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
家
康
の
側
近
に
仕
え
た
ア
ダ
ム
ス
の
立
場
よ
り
判
断
し
て
、
い
ず
れ
も
、
彼
の
北
方
に
関
す
る
知
見
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
に
相
違
な
い
と
信
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
が
な
く
、

ア
ダ
ム
ス
の
作
っ
た
と
い
う
地
図
も
現
存
し
な
い

か
ら
、
結
局
、
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
、

わ
が
国
へ
渡
来
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
場
合
は
彼
と
直
接
に
深
い
関
係

が
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
は
、

一
六

O
九
年
九
月
三
十
日
に
房
州
海
岸
で
難
破
し
た
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
の

一
件
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
村
上
直
次
郎
訳
註
ド
ン
ロ
ド
リ
ゴ
日
本
見
聞
録
に
そ
の
顛
末
が
詳
し
く
誌
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
を
参
照
せ
ら

れ
た
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
、
が
嵐
の
た
め
一
房
州
海
岸
で
難
破
し
た
の
は
、
マ
ニ
ラ

・
ア
カ
プ
ル
コ
聞
を
往
来
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
ガ
レ
オ

ン
船
が
太
平
洋
を
東
航
す
る
際
に
、
ま
ず
、
黒
潮
を
利
用
し
て
、

マ
ニ
ラ
よ
り
日
本
の
東
海
岸
に
沿
っ
て
三
陸
沖
附
近
ま
で
北
上
し
、
そ

れ
よ
り
東
に
向
っ
て
航
海
す
る
航
路
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

船
の
難
破
し
た
地
点
を
ロ
ド
リ
ゴ
は
日
本
の
岬
三
十
五

度
半
の
緯
度
で
あ
っ
た
と
記
し
、

「
我
等
が
同
所
に
至
る
ま
で
航
海
に
用
い
た
海
図
は
皆
甚
し
き
錯
誤
あ
り
、
右
日
本
の
岬
を
三
十
三
度

こ
の
時
救
助
さ
れ
た
乗
組
員
一

行
は
上
総
大
多
喜
の
城
主
本
多
忠
朝
の
保
護
を
受
け
た
後
、
江

半
の
所
に
画
き
た
り
一
と
述
べ
て
い
る
。

戸
へ
送
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
の
記
事
に
ア
ダ
ム
ス
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
誌
さ
れ
て
い
る
。

「四
十
八
日
を
経
過
し
て
英
国
人
航
海
士
来

れ
り
。
彼
は
同
地
に
居
住
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
皇
帝
の
厚
遇
を
受
け
た
る
人
に
し
て
、
通
航
証

F
-
S
S
E
-
s
と
朱
印
書
与
告
白

即
ち
彼
牢
獄
よ
り
出
で
て
、
皇
帝
の
宮
廷
な
る
駿
河
の
市
に
到
る
問
、

何
人
も
我
等
を
苦
し
め
又
は
害
を
加
へ
ず
、
糧
食
に
対
し
て
金
銭

を
請
求
せ
ざ
ら
ん
為
の
書
類
、
及
び
海
岸
に
打
揚
げ
た
る
品
々
は
、
悉
く
予
に
与
ふ
る
命
令
書
を
持
参
せ
り
」
0

(

ア
ダ
ム
ス
は

一
六
二

O
年

に
死
去
す
る
ま
で
二
十
年
間
わ
が
国
に
滞
在
し
た
が
、
こ
の
時
は
渡
来
後
十
年
を
経
過
し
て
い
た
)
。
こ
の
ほ
か
に
同
見
聞
録
に
は
ア
、
タ
ム
ス
に
関
し

て
次
の
諸
記
事
が
散
見
す
る
。
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「
内
地
に
入
り
、
四
六
度
以
上
の
緯
度
に
も
、
皇
帝
(
家
康
〉
に
服
従
し
貢
物
を
納
む
る
臣
民
あ
り
。
右
は
同
国
に
て
道
難
し
、
十
二

年
余
、
日
本
に
居
住
せ
る
英
国
人
航
海
士
が
予
に
明
言
せ
る
所
な
り
」
。

「
彼
は
天
体
学
及
び
数
学
の
大
家
に
し
て
、
皇
帝
大
い
に
此
学
聞
を
好
め
る
が
故
に
、
少
し
く
之
を
教
え
て
、

大
な
る
恩
寵
を
受
け
た

り」

。

「
彼
は
何
か
知
ら
ざ
れ
ど
も
収
納
す
る
た
め
派
遣
せ
ら
れ
し
時
、
天
体
観
測
器
出
印
同
円。-与

F

聞
を
携
帯
し
、
四
十
五
度
に
至
れ
る
を
発
見

せ
り
、
而
も
進
み
得
ベ
き
所
の
極
ま
で
達
せ
ざ
り
し
と
語
れ
り
」
。

更
に
大
陸
と
エ
ゾ
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
誌
さ
れ
て
い
る
。

「
支
那
と
日
本
の
聞
に
高
麗
と
称
す
る
一
肢
の
陸
地
あ
り
、
三
十
四
度
よ
り
四
十
度
に
達
す
。
支
那
と
甚
だ
近
接
し
、
僅
に
長
銃
の
着

弾
距
離
な
る
一
肢
の
海
を
以
て
隔
離
せ
ら
る
。
西
方
に
港
湾
あ
り
、
北
方
に
ウ
ラ
ン
ガ
イ
の
国
あ
り
、
高
麗
及
び
轄
担
と
共
に
大
陸
を

な
す
。

「
都
の
東
北
に
当
り
、
日
本
最
北
の
岬
の
北
に
蝦
夷
ペ

g
あ
り
、

日
本
人
は
彼
等
と
通
商
。
或
は
島
な
る
か
、
又
は
南
方
ウ
ラ
ン
ガ

イ
に
接
す
る
大
陸
な
る
べ
き
が
、
重
要
な
る
島
又
は
陸
地
の
知
ら
れ
た
る
も
の
な
し
」。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
ド
ン

・
ロ
ド
リ
1
ゴ
と
ア
タ
ム
ス
と
の
聞
に
直
接
の
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

次
に
ア
ダ
ム
ス
の
北
方
に
関
す
る
知
見
に
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
伊

Z
E
2
5
R
3
5
の
金
銀
烏
探
検
で
あ
る
。
当
時

ポ
ル
ト
ガ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
両
国
の
探
検
家
の
聞
に
喧
伝
さ
れ
た
金
銀
島
の
伝
説
に
つ
い
て
岡
本
良
知
氏
は

「
何
故
に
こ
の
宝
島
の
伝
説
が

生
ず
る
に
至
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、

一
五
六
一
年
に
出
来
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
一
世
界
図
に
、

五
十
七
度
聞
に
現
今
の
北
海
道
と
誤
ら
れ
る
よ
う
な
菱
形
の
金
産
島
が
描
か
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
考
へ
れ
ば
、

早
く
も
日
本
の
直
北
、
北
緯
五
十
度
|

少
く
と
も
一
五
五

0
年
代
に

は
こ
の
夢
幻
の
島
が
欧
人
の
心
中
に
存
在
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
一
五
八
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
出
版
さ
れ
た
世
界
地
図
で
は
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同
位
置
同
形
で
、
そ
れ
は
銀
島
に
代
っ
て
い
る
。
こ
の
金
銀
島
へ
の
執
着
は
ア
ニ
ア
ン
海
峡
発
見
欲
と
共
に
一
五
八

0
年
代
以
後
の
欧
州

22 

年
に
ス
ペ
イ
ン
政
府
は
金
銀
島
の
発
見
を
メ
キ
シ
コ
総
督
に
督
促
し
、

諸
国
の
北
太
平
洋
探
検
航
海
に
対
す
る
大
き
な
誘
惑
と
な
り
目
的
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
(
交
通
文
化
、
第
四
号
)
。

二
ハ
一
一
年
に
至
っ

て
、
前
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
難
破
の
際

一
六

O
八

に
比
島
総
督
に
対
し
て
示
さ
れ
た
家
康
の
好
意
に
感
謝
す
る
任
を
兼
ね
て
、

遣
し
た
。

ピ
ス
カ
イ
ノ
を
隊
長
と
す
る
三
度
目
の
金
銀
島
探
検
隊
を
派

註
金
銀
島
及
び
こ
れ
に
関
係
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
烏
の
伝
説
に
つ
い
て
は
岡
本
良
知
氏
の
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
第
四
章
、
小
業
田
淳
氏
の
日
本

と
金
銀
島
五
二
頁
以
下
、
及
び
村
上
直
次
郎
訳
註
ビ
ス

カ
イ
ノ
金
銀
島
探
検
報
告
の
序
説
を
参
照
。

二
ハ
一
一
年
六
月
、
浦
賀
に
到
着
し
た
ビ
ス
カ
イ
ノ
は
江
戸
に
赴
き
、
日
本
東
海
岸
測
量
の
許
可
を
得
て
浦
賀
を
出
発
し
、

陸
路
会
津
若

松
、
米
沢
を
経
て
仙
台
に
到
り
、
伊
達
政
宗
に
謁
し
た
後
、
塩
釜
よ
り
海
路
北
上
し
て
北
緯
四
十
度
以
上
の
地
点
に
達
し
た
が
、
冬
が
間

近
に
迫
っ
て
い
た
の
で
仙
台
に
引
返
し
、
出
府
し
た
政
宗
の
後
を
追
っ
て
、
陸
路
、
水
戸
を
経
由
し
て
江
戸
へ
一
戻
っ
た
。
彼
は
三
陸
沿
岸

の
港
湾
を
測
量
し
、
土
地
の
者
よ
り
南
部
、
松
前
に
関
す
る
情
報
を
獲
得
し
、
更
に
「
此
国
の
端
よ
り
高
麗
の
端
に
到
る
ま
で

の
距
離
は

短
く
六
十
レ
グ
ワ
以
内
に
し
て
、
韓
鞄
に
到
る
前
の
海
峡
に
大
な
る
島
あ
り
、
蝦
夷
と
称
し
、
一
式
々
」
と
報
告
し
て
い
る
。
江
戸
に
お
い

て
、
彼
は
政
宗
と
再
会
し
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
土
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ
と
共
に
款
待
を
受
け
、
浦
賀
に
帰
着
し
た
が
、
こ
の
調
査
旅
行
中
に

見
聞
し
た
事
実
は
ス
ペ
イ
ン
国
玉
宛
に
報
告
さ
れ
た
か
ら
、
前
に
述
べ
た
イ
エ
ズ
ス
会
土
の
報
告
と
共
に
、
東
北
及
び
エ
ゾ
に
関
す
る
比

較
的
く
わ
し
い
情
報
が
西
欧
に
伝
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
ス
及
び
蘭
人
が
日
本
国
内
の
港
湾
及
び
沿

岸
の
測
量
に
反
対
し
た
こ
と
が
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ダ
ム
ス
は
、
家
康
の
聞
に
答
え
て
、
他
国
の
港
湾
を
測
量
す
る
こ
と
は
敵
対
行
為

で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
な
お
、
ピ
ス
カ
イ
ノ
は
ド
ン

・
ロ
ド
リ
!
ゴ
と
同
様
に
向
井
兵
庫
頭
正
勝
及
び
そ
の
子
将
監
忠
勝
に
会
っ
て
い

る
が
、
両
者
は
ア
ダ
ム
ス
と
特
に
親
交
の
深
か
っ
た
幕
府
の
船
舶
関
係
を
司
る
重
臣
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
に
は
ま
た
、
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と
誌
し
て
い
る
。

「
盗
賊
の
島
」
及
び
「
金
銀
の
豊
か
な
島
々
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
航
海
記
及
び
海
図
に
屡
々
出
て
く
る
が
、

位
置
は
必
ず
し
も
一
定
せ
ず
、
そ
の
確
認
は
、
当
時
の
探
検
家
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
幕
府
の
重
臣

及
び
ア
ダ
ム
ス
も
、
こ
れ
ら
の
島
に
深
い
関
心
を
有
し
、

ア
ダ
ム
ス
は
こ
れ
に
関
す
る
情
報
を
ス
ペ
イ
ン
人
か
ら
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か

ヲ。。
一
六
一
二
年
九
月
、
ビ
ス
カ
イ
ノ
は
浦
賀
を
出
発
し
て
金
銀
島
探
検
に
赴
い
た
が
、

暴
風
に
遇
っ
て
再
び
浦
賀
に
引
返
え
し
、
こ
の
探

検
は
失
敗
に
帰
し
、
翌
年
、
伊
達
政
宗
の
遺
欧
使
節
支
倉
常
長
の
乗
船
に
同
乗
し
て
メ
キ
シ
コ
へ
帰
っ
た
。

江
戸
開
府
に
伴
い
圏
内
政
治
の
中
心
が
東
国
に
移
り
、
偶
々
、
ス
ペ
イ
ン
船
が
房
総
沖
を
北
上
す
る
関
係
か
ら
、

の
交
渉
が
生
じ
た
、が
、
こ
れ
ら
の
事
実
が
ア
ダ
ム
ス

の
北
方
探
検
の
意
欲
を
刺
激
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

北
西
航
路
探
検
に
熱
意
を
有
す
る
に
至
っ
た
も
う
一
つ

の
原
因
に
当
時
の
西
欧
の
世
界
図
に
描
か
れ
て
い
る
ア
ニ
ア
ン
海
峡
の
問
題
が
あ

ス
ペ
イ
ン
人
と
直
接

そ
れ
と
共
に
、
彼
が

る
。
ア
ニ
ア
ン
な
る
名
称
は
マ
ル
コ

・
ポ
l
ロ
の
旅
行
記
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
、

ア
ニ
ア
ン
海
峡
の
存
在
を
想
定
し
た
最
初
の
人
は
ガ

ス
タ
ル
ジ
で
あ
る
。
彼
の
地
図
は
現
存
し
な
い
が
、
地
図
に
添
附
さ
れ
た
説
明
書
に

ω
R
2
0
岳
〉
三
自
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

一
五
六

六
年
に
同
図
の
複
写
図
が
作
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

メ

ノレ

カ

ト

/レ

オ
ル
テ
リ
ウ
ス
等
の
著
名
な
図
に
描
か
れ
、

世
紀
末
よ
り
十
七
世
紀
に
か
け
て
そ
れ
を
踏
襲
し
た
欧
州
製
の
諸
世
界
図
に
描
か
れ
て
普
及
し
、

こ
の
海
峡
を
調
査
し
、

ア
ジ
ア
と
新
大

陸
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
た
西
欧
の
地
理
学
者
、
探
検
家
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
世
界
図
を

ア
ニ
ア
ン
海
峡
は
、
或
は
広
く
或
は
狭
く
、
ま
た
異
っ
た
緯
度
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

エ
ザ
ソ
を
通
っ
て
北
或
は
北
東
に
向
う
な
ら
ば
、
こ
の
海
峡
に
至
り
、
更
に
新
大
陸
の
北
部
を
通
過
し
て
故
国
イ
ギ
リ
ス
に
到
達
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
判
断
し
、
も
し
こ
の
新
航
路
の
発
見
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
地
理
学
界
の
要
望
に
応
え
得
る
の
み
な
ら
ず
、

み
る
と
、

ア
ダ
ム
ス
は
こ
れ
ら
の
世
界
図
を
検
討

し
て
、

祖
国
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
貿
易
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
得
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
遂
行
こ
そ
、

航
海
家
た
る
彼
の
最
も
名
誉
あ
る
使
命

そ
の

24 

十
ノ、
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Japan
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e
m
p
e
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a
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o
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t
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p
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the 

countri 
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n
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b
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p
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T
h
民
s

thinges 
1
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d
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n
o
n
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 rosen 

a
n
n
o
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1
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e
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p
e
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p
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p
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p
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i
m
 to 

A
k
a
p
u
l
c
a
，
 a
 place 

in 
N
o
v
a
 
Spayni

a; 
w
h
i
c
h
 
ship 

f
o
u
n
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n
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b
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prof
邸
sion

，
1

 a
m
 n
o
 shippwright

，
 yet 

1
 ho

p
 to 

m
a
k
e
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 m
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.
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n
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N
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 b
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 c
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w
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l
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h
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m
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i
t
h
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n
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の
支
持
を
得
て
、

不
足
す
る
資
材
、
人
員
を
補
い
、

エ
ゾ
誌
に
北
西
航
路
の
探
検
を
実
施
す
る
考
え
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
六
一
四
年
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
へ
送
っ
た
報
告
書
の
中
で
、
北
方
の
発
見
に
よ
っ
て
多
大
の
利
益
を

期
待
し
得
る
と
記
し
、
こ
の
事
業
に
ア
タ
ム
ス
を
任
命
す
る
な
ら
ば
、
長
い
間
、

ジ
ョ
ン

・
セ
l
リ
ス
は
、

酬
い
ら
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
彼
の
心
を
励
ま
す
で
あ
ろ

日
本
の
皇
席
も
こ
の
事
業
に
熱
意
を
示
し
て
、
こ
れ
に
協
力
し
、
臣
下
を
同
行
せ
し
め
て
も
よ
い
と
述
べ
た
と
あ
る
。
こ
の

報
告
書
に
日
本
の
略
図
ロ
『
E均

一

Z
C『〕
2
℃
2
2

が
添
閉
さ
れ
、

う
と
述
べ

、

そ
の
中
の
エ
ゾ
の
島
の
発
見
に
ア
ダ
ム
ス
を
派
遣
・
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

と
あ
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。

ア
ダ
ム
ス
は
渡
来
以
後
、
家
康
に
繰
返
え
し
帰
国
を
願
い
出
て
い
る
が
、
こ
れ
を
単
に
墓
郷
の
念
に
か
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
の
み
考

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
は
「
未
知
の
友
へ
の
手
紙
」
の
中
で
広

Z
司

2
E
宮
『
包
片
言
巾
ぢ
舟
宮

F
H
唱

g
E
Z
白
ヨ
8
5

同

7
2
g子
子
巾
開
口

m-57
出
口
仏
国
。
]
{
白
ロ
門
戸
巾
呂
田

7
2
E
g
gm
出コ
門H
H
S
B晶
子
市
円
四
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
帰
国
の
上
、
蘭
、

英
両
国
の

対
日
貿
易
の
促
進
に
尽
力
す
る
考
え
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
ハ
一
三
年
十
二
月
、
グ
ロ
ー
ブ
号
が
平
戸
を
出
帆
す
る
に
当

し
か
る
に
、

り
、
司
令
官
セ
リ
l

ス
が
本
社
の
指
令
に
従
っ
て
船
室
を
提
供
し
よ
う
と
申
し
出
た
時
、
彼
は
そ
れ
を
断
っ
て
、
わ
が
国
に
留
ま
っ
た
。

セ
i
リ
ス
と
の
聞
に
種
々
の
わ
だ
か
ま
り
が
生
じ
、
両
者
の
関
係
が
旨
く
い
っ

て
い
な
か
っ
た

そ
の
原
因
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

ノレ

ト
ヵー
ノレ、

彼
は
帰
国
す
る
際
に
北
西
航
路
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
発
見
を

か
か
る
希
墓
を
有
し
た
れ
ば
こ
そ
、
彼
は
疑
惑
を
招
く
と
知
り
な
が
ら
、
敢
え
て
彼
を
敵
視
す
る
ポ

ス
ペ
イ
ン
両
国
人
と
親
し
く
交
わ
り
、
彼
自
身
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、
「
悪
に
む
く
い
る
に
善
を
も
っ
て
し
た
」

か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
不
和
の
原
因
を
考
え
て
み
る
と
、

期
待
し
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
、

の
で
あ
ろ

ぅ
。
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ

l
ド

・
コ
ッ
ク
ス
は
一
六

一
四
年
十
二
月
十
日
平
戸
発

F
O
E
叶吋

g
2
3『

F
r
z
q
郷
宛
の
書
簡

の
中
で
、0

5
H
7
0官
。
『

E
全
コ
肉
。
三

E

子
巾
コ
。

2
Z
Z
宮

gm巾凹『
5
5
」「
白
宮
口
さ
開
口
ぬ
一
回
コ
L
w
w
w
t

司王
d

H

T

巾白明白

F23円巾
O同
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m
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Z
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Z
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m
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同
仲
良
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Zロ
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民

H
Z
目
ロ

mu
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一

-
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目
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5宮
ロ
可

z
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E
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Hog-巳
g
n
m
Z
F日
出
口
・
同
)-
E
C・)

と
書
き
送
っ
て
い
る
。

セ

l
リ
ス
の
申
出
を
断
っ
た
ア
ダ
ム
ス
の
心
境
に
つ
い
て
川
島
氏
は

「
燕
雀
既
に
大
鵬
の
志
を
知
ら
ず
、
猶
忌
心

天
涯
異
城
に
留
ま
り
て
更
に
祖
国
の
為
に
奉
公
の
忠
を
唱
す
と
敦
れ
ぞ
や。

深
き
小
人
と
同
船
し
て
安
限
を
故
国
の
山
河
に
求
む
る
と
、

丈
夫
別
に
確
信
の
存
す
る
あ
り
。
何
ぞ
や
、

英
人
宿
年
の
希
望
た
る
東
北
若
く
は
西
北
の
航
路
は
日
本
よ
り
蝦
夷
地
を
経
て
北
航
す
る
時

は
、
疑
も
な
く
発
見
せ
ら
る
べ
し
と
の
確
信
是
れ
な
り
。
是
れ
従
来
史
家
の
寧
ろ
軽
視
し
た
る
所
に
し
て
、

ら
る
べ
き
仮
定
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
約
半
世
経
を
経
た
今
日
、

げ
、
そ
の
後
の
諸
学
者
の
労
作
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
言
葉
の
も
つ
意
義
を、

市
も
我
国
交
通
史
上
特
筆
せ

私
は
更
め
て
こ
の
問
題
を
採
り
上

」
こ
に
、

い
さ
さ
か
証
明
し
得
た
と
信
ず
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
東
イ
ン
ド
に
お
い
て

角
逐
を
続
け
て
い
た
蘭
・
英
両
国
が
相
互
の
権
益
を
ま
も
る
た
め
前
年
締
結
し
た
蘭
英
相
互
防
衛
協
定
が
破
棄
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
は
ス
ラ

ア
ダ
ム
ス
は
一
六
二

O
年
に
死
去
し
、
異
国
に
お
け
る
数
奇
な
生
涯
を
お
わ
っ
た
が
、

ー
ト
を
拠
点
と
し
て
対
イ
ン
ト
貿
易
を
促
進
す
る
一
方
、

の
攻
略
に
成
功
し
た
。

一
六
二
二
年
に
は
ベ
ル
シ
ャ
軍
に
協
力
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
拠
点
オ
ル
ム
ズ

そ
し
て
、
翌
一

六
二
三
年
に
は
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
が
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
後
は

閉山巾吉岡ロ

号
の
長
崎
来
航
及
び

同】}戸釦巾円。ロ

の
一
件
等
を
除
い
て
、
幕
末
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
直
接
の
交
渉
は
杜
絶
し
た
。
こ
の
間
、

一
六
四
四
年
に

21一人 1-28

は
フ
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
エ
ゾ
南
東
部
の
調
査
が
行
わ
れ
、
十
八
世
紀
末
に
は
ラ
ベ
ル
l

ス
:
フ
ロ
ー
ト
ン
等
に
よ
っ
て
エ
ゾ
、
ヵ
ラ
フ
ト
沿

岸
の
探
査
が
行
わ
れ
た
が
、
幕
府
は
全
国
統
一
政
権
掌
握
以
後
、
圏
内
支
配
体
制
の
強
化
に
専
念
し
、
五
百
石
積
以
上
の
船
を
す
べ
て
破
却



し
、
邦
人
の
海
外
渡
航
を
禁
じ
、
唐
船
及
び
オ

ラ
ン
ダ
船
以
外
の
渡
来
を
禁
止
し
て
鎖
国
時
代
を
迎
え
た
こ
と
は
、

私
が
更
め
て
こ
こ
に

21一人 1-29

賛
言
を
費
や
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
さ
き
に
、

「
日
本
の
皇
帝
は
エ
ゾ
地
を
征
服
す
る
考
え
で
あ
る
」

と
向
井
将
監
等
が
ア
ダ
ム
ス
に
語

っ
た
と
い
う
コ
ッ
ク
ス
の
記
事
を
引
用
し
た
が
、

エ‘ソ
、
カ
ラ
フ
ト
の
問
題
は
幕
末
に

い
た
り
、
再
び
、

北
辺
の
海
防
に
関
連
し
て
、

わ
か
に
激
し
い
論
議
を
よ
ぶ
に
い
た
っ
た
。

z
g
q
T
2
2目
は
、
そ
の
編
纂
に
か
か
わ
る

H
，
Z
ロ
2
5
0『
ロ
ユ
立
与
吋

g
p
g
尽
円。
正
包
広
子
巾
わ

2
2
冨
5
5
g
o『子市

開
口
ぬ
]
抗
ゲ
何
白
印
昨
日
ロ
門
出
回

(
U
0

日目
U

田
口
u〉

]
5
c
h
wl
]
5
0
)

「巧
ミ
ヨ
o
c子
以
後
、

僅
か
の
聞
に
、

Z
E
S
F
切
C
3
0
p

の
序
文
に
お
い
て
、

回
白
出
口

が
相
次
い
で
北
西
航
路
の
探
検
を
試
み
た
が
、
遂
に
探
検
の
主
目
的
た
る
北
西
航
路
の
開
発
に
は
成
功
し
な
か

っ
た
。

北
西
航
路

の
探
検
は
誤
っ
た
事
実
に
基
く
偉
大
な

丘
g
で
あ
っ
た
o

こ
れ
に
反
し
て
、
希
望
岬
ル

l
ト
は
長
く
且
つ
退
屈
な
航
路
で
あ
っ
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
船
乗
り
の
熟
練
と
勇
気
と
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
極
め
て
有
利
に
し
て
光
栄
あ
る
活
動
の
場
を
提
供
す
る
素
晴
し
い
確
実
な
ル
ー

ト
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

ア
ダ
ム
ス
の
日
本
を
基
点
と
す
る
北
西
航
路
の
開
発
と
い
う
画
期
的
な
企
図
が
、
仮
に
、
イ
ギ
リ
ス

東
イ
ン
ド
会
社
の
許
可
を
得
て
幕
府
の
協
力
の
下
に
実
行
さ
れ
て

い
た
な
ら
ば
、

北
西
航
路
の
発
見
に
成
功
し
な
か

っ
た
と
し

て
も
、
少
く
と
も
、
そ
の
途
上
に
あ
る
エ
ゾ
地
の
調
査
、

或
は
千
島
列
島
の
発
見
に
よ
っ
て
、

路
の
開
始
、
近
藤
守
重
、
間
宮
林
蔵
、
或
は
、
ラ
ベ
ル

l
ス
、
。
フ
ロ
ー

ト
ン
に
よ
る
エ
ゾ
、

た
と
え
、

河
村
瑞
軒
の
太
平
洋
を
北
上
す
る
松
前
航

樺
太
の
探
査
に
先
立
つ
遁
か
以
前
に
、
未
知

の
北
辺
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
、
わ
が
国
の
北
方
問
題
に
寄
与
し、

更
に
、

ン
海
峡
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、

十
八
世
紀
の
ベ

l

リ
ン
グ
の
発
見
に
先
立
っ
て
、

ア
ニ
ア

世
界
の
地
理
学
に
寄
与
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
o

ア
ダ

ム
ス
の
北
方
探
検
は
結
局
実
現

し
な
か
っ
た
が
、
異
境
に
あ
っ

て
複
雑
面
倒
な
外
交
問
題
に
捲
き
込
ま
れ
な
が
ら
、

な
お
か
つ
航
海
家
と
し
て
の
使
命
に
生
き
る
た
め
に

こ
の
大
事
業
を
企
図
し
た
こ
と
は
、
ア
ダ
ム
ス
の

巴

g
Z
H
7
2
〉
仏

2
5
2
2
と
し
て
の
面
白
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
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